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会
員
募
集 

　

◆
華
道
サ
ー
ク
ル
草
月
流　

毎

月
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。会
費
月
２
０
０
０
円（
花

代
別
）。
男
性
歓
迎
。
詳
し
く
は
伊

東
�　

・
６
６
９
７
へ
。

７１

　

◆
東
久
留
米
歌
謡
吟
詠
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
２
時

〜
４
時
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
宇
佐
田
�　

・
７
３
０

７３

３
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
く
る
め
ダ
ン

ス
同
好
会
）　

毎
週
月
曜
日
の
午

後
６
時
〜
９
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
２
０
０
０
円
。
初
心
者
・

基
礎
中
心
。詳
し
く
は
藤
田
�　
・
７４

２
９
３
４
へ
。

　

◆
手
あ
み　

月
４
回
、
①
月
曜

日
②
金
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前
９

時
半
〜
正
午
、
市
民
生
活
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
作
品
は
自
由
。
詳
し
く
は
鎌

谷
�　

・
９
０
８
０
（
夜
間
）
へ
。

７５

　

◆
く
る
め
俳
句
会　

毎
月
第
３

金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、
成

美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
月
８

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
太
田
�　

・
６
９
５
４
へ
。

２３

　

◆
楊
名
時
気
功
太
極
拳
鶴
の
会

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
、

１０

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

１
５
０
０
円
。
病
後
・
高
齢
者
・

男
性
歓
迎
。詳
し
く
は
藤
田
�　
・
５８

５
９
５
８
へ
。

　

◆
渓
聲
書
道
会　

毎
月
第
１
・

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
後
１
時

〜
４
時
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。
小
・
中
学
生
歓

迎
。
初
心
者
か
ら
師
範
取
得
ま
で
。

見
学
自
由
。詳
し
く
は
佐
崎
�　
・
７４

１
１
４
８
へ
。

　

◆
健
康
ヨ
ー
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

　

月
２
回
、
土
曜
日
の
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
、
南
部
地
域
セ

４５

１５

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
。
深
い
腹
式

呼
吸
を
し
な
が
ら
体
を
ほ
ぐ
し
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は

小
林
�　

・
１
６
６
３
へ
。

７４

　

◆
英
会
話
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

Ｅ
。
Ｓ
。
Ｓ
。）　

毎
週
木
曜
日
の

午
後
７
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
。

１
回
１
０
０
０
円
。
さ
ま
ざ
ま
な

６
時
〜
９
時
）
へ
。

　

◆
親
子
囲
碁
広
場
（
東
久
留
米

市
囲
碁
連
盟
）　

毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
第

一
小
学
校
会
議
室
で
。
会
費
無
料
。

小
・
中
学
生
お
よ
び
保
護
者
（
小
・

中
学
生
の
み
も
可
）。詳
し
く
は
富

村
�　

・
０
４
７
９
へ
。

７５

　

◆
初
心
者
講
習
会
（
東
久
留
米

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）　

４

月
７
日
か
ら
４
カ
月
間
、
毎
週
水

曜
日
の
午
後
６
時
半
〜
８
時
、
中

央
公
民
館
ほ
か
で
。
費
用
４
０
０

０
円
。
ウ
エ
ス
タ
ン
の
音
楽
に
合

わ
せ
て
歩
く
ダ
ン
ス
。
小
学
生
〜

　

歳
く
ら
い
。
詳
し
く
は
佐
伯
�

６０
　

・
１
１
７
５
へ
。

７３
　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
ピ
カ
ケ
・
フ

ラ
・
サ
ー
ク
ル
）　

①
月
３
回
、
月

曜
日
の
午
後
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
②
月
４
回
、
土
曜
日
の
午
前

が
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
１
回
１
０
０
０

円
。
初
め
て
の
方
で
も
基
本
ス

テ
ッ
プ
か
ら
学
べ
ま
す
。
無
料
体

験
あ
り
。
詳
し
く
は
荒
本
�　

・
７８

５
２
０
６
へ
。

　

◆
空
手
教
室
・
第
２　

毎
週
①

日
曜
日
の
午
後
４
時
か
ら
、
第
三

小
学
校
体
育
館
②
月
曜
日
の
午
後

６
時
か
ら
、
神
宝
小
学
校
体
育
館

③
土
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
が
第

九
小
学
校
体
育
館
、
午
後
６
時
か

ら
が
第
二
小
学
校
体
育
館
で
。
入

会
金
４
５
０
０
円
、
会
費
月
３
０

０
０
円
。
３
歳
以
上
。
中
高
年
・

女
性
歓
迎
。
体
力
に
合
わ
せ
て
基

礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
詳

し
く
は
�
橋
�
０
９
０
・
３
２
２

３
・
９
４
６
７
へ
。

 
催　
　

し 

　

◆
混
声
合
唱
で
愉
し
い
一
時

を
！（
東
久
留
米
混
声
合
唱
団
）　

２
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４

２８

時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。

同
合
唱
団
公
開
練
習
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
戴
冠
ミ
サ
曲
や
懐
か
し
い
愛

唱
歌
ほ
か
。詳
し
く
は
竹
内
�　
・
７３

０
８
４
８
へ
。

　

◆
全
国
ま
ち
お
こ
し
の
実
例

（
ま
ち
お
こ
し
の
会
）　

２
月　

日
２２

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、
中
央
公
民

館
で
。
資
料
代
３
０
０
円
。
詳
し

く
は
大
谷
�　

・
６
２
３
４
へ
。

７４

　

◆
東
久
留
米
う
た
う
会　

２
月

　

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
半
、

２９滝
山
団
地
一
街
区
第
２
集
会
所

　

本
来
、
国
保
制
度
は
医
療
費
の

支
払
い
に
充
て
る
た
め
の
財
源
を
、

国
や
都
な
ど
の
公
費
に
よ
る
負
担

（　

�
）と
保
険
税（　

�
）に
よ
っ

５０

５０

て
賄
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は
保
険
税
の
歳
入
不
足

を
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
赤
字
財

政
補
て
ん
と
し
て
の
繰
り
入
れ
に

よ
っ
て
、
収
支
を
保
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

今
ま
で
の
問
題
点
は
？

今
ま
で
の
問
題
点
は
？

　

国
保
税
は
、
負
担
等
能
力
に
応

じ
て
算
出
さ
れ
る
応
能
割
（
所
得

割
・
資
産
割
）
と
受
益
者
負
担
の

意
味
合
い
か
ら
負
担
い
た
だ
く
応

益
割
（
被
保
険
者
均
等
割
・
世
帯

別
平
等
割
）
の
合
算
に
よ
り
計
算

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
国
保
税
は
昭
和　

年
以

６２

降
大
き
な
見
直
し
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
年
金

収
入
の
方
が
増
え
る
中
で
、
こ
の

変
化
に
対
応
し
た
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
次
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

●
国
保
会
計
歳
入
の
中
で
、
国

保
税
の
占
め
る
割
合
が　

・
４
�

３２

と
低
い
。

　

●
応
能
割
に
係
る
税
額
が
高
く

設
定
さ
れ
、
中
間
所
得
層
に
重
い

負
担
が
掛
か

る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　

●
中
間
所

得
層
へ
の
負

担
を
緩
和
す

る
た
め
に
、

一
般
会
計
か

ら　

億
５
千

１２
万
円
を
超
え

る
額
の
赤
字
補
て
ん
（
市
民
１
人

当
た
り
約
１
万
１
０
０
０
円
）
に

よ
っ
て
収
支
を
保
っ
て
い
る
。
会

社
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
に
も
、
大
き

な
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

●
賦
課
限
度
額
が
、
国
の
基
準

（　

万
円
）に
比
較
し
て
低
く
設
定

５３
（　

万
円
）
さ
れ
て
い
る
。

５０国
保
税
改
定
の
考
え
方
は
？

国
保
税
改
定
の
考
え
方
は
？

　

市
で
は
、「
国
保
税
の
税
率
等

（
医
療
分
）
の
改
定
」
に
つ
い
て
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ
諮
問

し
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
昨
年　
１２

月
に
開
か
れ
た
第
４
回
定
例
市
議

会
に
国
保
税
条
例
の

改
正
案
を
提
案
し
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

将
来
的
に
も
、
生
産
世
代
の
減

少
と
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
受
益

世
代
の
増
加
と
い
う
社
会
構
造
の

変
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
現
在

の
よ
う
な
中
間
所
得
層
や
会
社
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
へ
、

負
担
を
転
嫁
す
る
仕
組
み
で
は
現

実
的
に
無
理
が
あ
り
、
応
益
割
を

国
の
基
準
に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ
、

低
所
得
者
へ
の
軽
減
制
度
を
拡
充

す
る
仕
組
み
に
改
め
ま
す
。

年
度
か
ら
具
体
的
に

　

年
度
か
ら
具
体
的
に 

１６１６ど
こ
が
変
わ
り
ま
す
か
？

ど
こ
が
変
わ
り
ま
す
か
？

　

１  
国
保
税
の
税
率
等
を
次
の

通
り
改
定
し
ま
す
。 

　

●
応
能
割
▽
所
得
割
税
率
を

４
・　

�
か
ら
３
・　

�
へ
▽
資

９６

９６

産
割
税
率
は
現
行
の
ま
ま　

�
１６

　

●
応
益
割
▽
均
等
割
額
は
１
万

１
６
０
０
円
か
ら
２
万
５
８
０
０

円
へ
▽
平
等
割
額
は
９
６
０
０
円

か
ら
１
万
１
０
０
０
円
へ
▽
賦
課

限
度
額
は　

万
円
か
ら　

万
円
へ

５０

５３

　

※
国
保
税
総
額
の
中
で
、
応
能

割
と
応
益
割
と
の
比
率
を
現
行
の

　

対　

か
ら　

対　

の
国
の
基
準

７３

２７

５５

４５

（
応
益
割
合　

�
以
上
）に
移
行
し
、

４５

法
律
等
に
基
づ
く
軽
減
制
度
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。

　

２ 
所
得
の
少
な
い
方
も
、
応
分

の
応
益
割
の
国
保
税
を
負
担
す
る

こ
と
か
ら
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減

措
置
が
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
「
２
割
軽
減
措
置
」
を
導

入
す
る
な
ど
、
軽
減
制
度
を
次
の

通
り
拡
充
し
ま
す
。

　

①
軽
減
判
定
（
控
除
前
）
所
得

が　

万
円
以
下
の
世
帯
▼
改
正
前

３３
＝
応
益
割
に
係
る
国
保
税
の
６
割

を
軽
減
→
改
正
後
＝
７
割
を
軽
減

　

②
軽
減
判
定
（
控
除
前
）
所
得

が　

万
円
＋
（　

万
５
０
０
０
円

３３

２４

×
被
保
険
者
数
〈
世
帯
主
を
除

く
〉）以
下
の
世
帯
▼
改
正
前
＝
応

益
割
に
係
る
国
保
税
の
４
割
を
軽

減
→
改
正
後
＝
５
割
を
軽
減

　

③
軽
減
判
定
（
控
除
前
）
所
得

が　

万
円
＋
（　

万
円
×
被
保
険

３３

３５

者
数
）
以
下
の
世
帯
▼
改
正
前
＝

応
益
割
に
係
る
国
保
税
の
軽
減
は

あ
り
ま
せ
ん
→
改
正
後
＝
応
益
割

に
係
る
国
保
税
の
２
割
を
軽
減

　

※
新
た
に
「
２
割
軽
減
措
置
」

を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
軽
減
措
置

を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

３ 　

年
度
国
保
税
は
、
総
額
で

１６

約
２
億
３
５
０
０
万
円
、
被
保
険

者
１
人
当
た
り
平
均
約
５
５
０
０

円
の
引
き
上
げ
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。改

定
後
の
国
保
税
の
試
算
例

改
定
後
の
国
保
税
の
試
算
例

　

国
保
税
の
税
率
等
の
改
定
に
よ

る
国
保
税
額
を
次
の
通
り
例
示
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
年
税
額
で
す
。

介
護
保
険
に
該
当

す
る
方
で
軽
減
措

置
が
適
用
さ
れ
る

と
き
に
は
、
医
療

分
に
合
わ
せ
介
護
保
険
分
も
軽
減

措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
【
例
１
】　

歳
の
方
お
一
人
で
加

６５

入
の
場
合
で
公
的
年
金
に
よ
る
収

入
が
１
７
０
万
円
の
と
き
▼
改
正

前
＝
８
４
０
０
円
（
６
割
軽
減
）

→
改
正
後
＝
１
万
１
０
０
０
円

（
７
割
軽
減
）

　
【
例
２
】　

歳
、　

歳
の
ご
夫
婦

６８

６５

で
加
入
の
場
合
で
公
的
年
金
に
よ

る
収
入
が
２
５
０
万
円
の
と
き
▼

改
正
前
＝
７
万
９
０
０
円
→
改
正

後
＝
８
万
５
０
０
円（
２
割
軽
減
）

　
【
例
３
】　

歳
、　

歳
、
７
歳
の

３５

３３

ご
家
族
３
人
で
加
入
の
場
合
で
給

与
収
入
が
３
５
０
万
円
の
と
き
▼

改
正
前
＝　

万
６
０
０
円
→
改
正

１４

後
＝　

万
５
２
０
０
円

１６

　
【
例
４
】　

歳
、　

歳
、　

歳
、

４５

４０

１０

７
歳
の
ご
家
族
４
人
で
加
入
の
場

合
で
給
与
収
入
が
５
０
０
万
円
の

と
き
▼
改
正
前
＝　

万
５
０
０
０

２５

円
→
改
正
後
＝　

万
１
９
０
０
円

２８

　
【
例
５
】　

歳
、　

歳
、　

歳
、

５８

５５

２５

　

歳
の
４
人
で
加
入
し
、
固
定
資

２２産
税
（　

万
円
）
を
有
し
、
な
お

３５

事
業
所
得
が
１
０
０
０
万
円
の
と

き
▼
改
正
前
＝　

万
円
（
賦
課
限

５８

度
額　

万
円
＋
８
万
円
）
→
改
正

５０

後
＝　

万
円
（
賦
課
限
度
額　

万

６１

５３

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
普
段
か

ら
応
分
の
国
保
税
を
負
担
し
、
医
療
費
に
充
て
る
た
め
の
相
互
扶
助
の

考
え
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
国
保
事
業
の
現
状
と
し

て
は
、
経
済
低
迷
や
高
齢
化
に
よ
る
被
保
険
者
の
増
加
を
受
け
て
、
医

療
費
も
年
々
増
え
続
け
、
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
医
療
費
の
増
加
に
伴
っ
て
、
国
保
税
の
税
率
等
改
定
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

温
泉
で
心
身
を
リ
フ

レ

ッ

シ

ュ

！

　

温
泉
に
つ
か
っ
て
、
日
ご
ろ
の

疲
労
や
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
心
身
と

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。
温
泉
に
は
、
血
液
や
リ
ン

パ
液
の
循
環
や
代
謝
機
能
を
促
進

す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い

る
方
へ
の
健
康
保
持
、
増
進
を
目

的
と
し
て
、
次
の
保
健
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

 　

▽
特
約
保
養
施
設
利
用
補
助

＝
関
東
周
辺
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
等

円
＋
８
万
円
）

　

※
介
護
分
賦
課
限
度
額
＝
８
万

円
国
保
事
業
の
健
全
運
営

国
保
事
業
の
健
全
運
営

に

向

け

て

に

向

け

て

　
　

歳
以
上
の
被
保
険
者
は
、
６

７０
年
度
末
は
４
９
７
３
人
（
全
体
３

万
５
８
９
人
の　

・
５
�
）
で
し

１６

た
が
、　

年
度
末
で
は
１
万
５
０

１４

１
人
（
全
体
４
万
２
５
１
１
人
の

　

・
７
�
）
と
１
万
人
を
超
え
て

２４い
ま
す
。
国
保
の
被
保
険
者
の
４

人
の
う
ち
１
人
が　

歳
を
超
え
て

７０

い
る
状
況
で
、
今
後
も
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
以
上

の
生
産
世
代
へ
の
転
嫁
は
、
厳
し

い
状
況
で
す
。
健
や
か
で
安
心
し

て
過
ご
せ
る
生
活
は
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
す
。
時
代
の
変
化
に
対

応
し
、
将
来
に
渡
っ
て
安
定
し
た

国
保
事
業
の
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
保
税
の
税
率
等
を
改
定
し

ま
し
た
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
契
約
を
結
び
、
１
泊
に
つ
き
大

人
３
０
０
０
円
、　

歳
以
下
２
０

１２

０
０
円
（
年
２
泊
を
限
度
）
の
利

用
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

▽
元
気
回
復

施
設
利
用
補
助

＝
市
内
の
一
般

公
衆
浴
場（
２
カ

所
）と
契
約
を
結

び
、利
用
料
金
の

半
額
（
年
５
回
を
限
度
）
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

医
療
費
を
大
切
に
！

　

医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

誕
生
月
に
は
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
回「
年
金
受
給
者
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。　

現
況
届
の
用
紙

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
一
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
に
は

現
況
届
は
送
付
さ
れ
な
い
の

で
、提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、基

礎
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求
し

て
い
な
い
方
が　

歳
に
な
る

６５

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

姉
妹
都
市
・
榛
名
町
は
、
榛
名

山
を
背
景
に
広
が
る
群
馬
県
中
西

部
の
中
山
間
地
帯
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
榛
名
町
の
冬
の
楽
し
み
方

を
榛
名
湖
の
冬
の
風
物
詩
を
通
し

て
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
冬
、

ご
家
族
や
友
人
と
冬
の
榛
名
町
を

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
ス
ケ
ー
ト

★
ス  
ケ  
ー  
ト

　

標
高
１
０
８
４
�
、
東
西
１
�

�
、
南
北
１
・
８
�
�
に
広
が
る

行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっててててててててててみみみみみみみみみみよよよよよよよよよようううううううううう！！！！！！！！！！みよう！

自
然
に
囲
ま
れ
た
リ
ン
ク
で
思

い
っ
き
り
滑
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
ワ
カ
サ
ギ
の
穴
釣
り

★
ワ
カ
サ
ギ
の
穴
釣
り

　

ス
ケ
ー
ト
と
並
ん
で
、
も
う
一

つ
の
冬
の
風
物
詩
、
ワ
カ
サ
ギ
の

穴
釣
り
。
榛
名
湖
に
は
っ
た
厚
い

氷
に
穴
を
開
け
て
ワ
カ
サ
ギ
を
釣

り
上
げ
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

防
寒
対
策
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
楽

し
め
ま
す
。

　

※
最
近
は
氷
結
す
る
期
間
が
短

　

市
で
は
、
榛
名
町
の
宿
泊
施
設

と
契
約
を
結
び
、
２
０
０
０
円
の

利
用
料
金

を
助
成
す

る「
宿
泊
施

榛
名
町
で
は
交
流
施
策
と
し
て
、

東
久
留
米
市
民
が
榛
名
町
営
施
設

「
榛
名
湖
温
泉
ゆ
う
す
げ
元
湯
」

「
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ゆ
う
す
げ
」に
宿

泊
す
る
場
合
、
５
０
０
円
を
優
待

割
引
す
る
「
ふ
る
さ
と
の
宿
等
施

設
利
用
券
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
●

　

直
接
施
設
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
が
と
れ
た
ら
、
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
生
活
文
化
課
市

民
協
働
係
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

宿泊施設の宿泊施設の
利用料金を利用料金を
助成しま～す助成しま～す

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
を
理
由
に
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
医
療

費
の
増
加
に
伴
っ
て
、
保
険
税
の

負
担
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
医

療
費
を
大
切
に
。

　
【
医
療
費
を
上
手
く
使
う
ポ
イ

ン
ト
】
①
転
医
・
重
複
受
診
は
や

め
ま
し
ょ
う
（
同
じ
検
査
の
繰
り

返
し
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
②
時

間
外
受
診
は
必
要
な
と
き
だ
け
に

③
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
④
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
（
市
健
康
課
で
は
各
種
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
）
⑤
お
薬
は
必

要
な
分
だ
け
で
大
丈
夫
で
す

《
応
能
割
》

○
所
得
割
＝
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
計
算

○
資
産
割
＝
世
帯
で
有
し
て
い

る
固
定
資
産
に
応
じ
て
計
算

《
応
益
割
》

○
被
保
険
者
均
等
割
＝
世
帯
の

被
保
険
者
数
に
応
じ
て
計
算

○
世
帯
別
平
等
割
＝
世
帯
ご
と

に
計
算

　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６１６税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

税
率
等
が
改
定
に
な
り
ま
す
！

〜
国
保
が

〜
国
保
が
��
大
ピ
ン
チ

大
ピ
ン
チ
��

16.  2.  15
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国
の
外
国
人
と
一
緒
に
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
形
式
で
英
会
話
を
楽

し
み
ま
す
。詳
し
く
は
松
田
�　
・
７８

９
３
５
７
へ
。

　

◆
自
彊
（
き
ょ
う
）
術
普
及
会

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
１
時
半
〜

３
時
、
前
沢
消
防
署
待
機
寮
（
前

沢
四
丁
目
）
で
。
会
費
月
２
０
０

０
円
。
詳
し
く
は
川
島
�　

・
１

７８

５
８
６
へ
。

　

◆
く
る
め
美
術
協
会　

月
４
回
、

水
曜
日
の
午
後
６
時
半
〜
９
時
、

中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
５
０
０

０
円
、
会
費
月
４
０
０
０
円
。
モ

デ
ル
を
頼
ん
で
デ
ッ
サ
ン
を
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
鈴
木
�　

・
７３

９
４
８
９
へ
。

　

◆
軟
式
野
球（
ド
リ
ー
ム
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
市
内
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。

　

歳
〜　

歳
の
男
性
。
詳
し
く
は

４５

６５

浜
村
�　

・
２
８
５
８
へ
。

７３

　

◆
少
年
・
少
女
野
球
ク
ラ
ブ（
小

山
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、
小
山
小
学
校
校
庭
で
。
会

費
月
１
５
０
０
円
。
小
学
生
。
初

心
者
歓
迎
。
小
学
校
。
詳
し
く
は

嘉
喜
田
（
か
き
た
）
�
０
９
０
・

８
３
０
０
・
９
３
６
８
へ
。

　

◆
ペ
ン
習
字（
渓
和
会
）　

毎
月

第
１
・
第
２
・
第
３
水
曜
日
の
午

前　

時
〜
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。

１０
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２

０
０
０
円
。
詳
し
く
は
金
田
（
か

な
だ
）
�　

・
７
８
０
７
（
午
後

７５

（
滝
山
六
丁
目
）で
。
参
加
費
３
０

０
円
。
歌
集
・
茶
菓
あ
り
。
詳
し

く
は
柳
田
�　

・
７
７
７
３
へ
。

７５

　

◆
太
極
拳　

式
と
推
手
と
気
功

２４

体
験
講
習
会
（
円
明
道
気
功
太
極

拳
倶
楽
部
）　

２
月　

日
（
木
）
午

２６

前　

時
〜
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
参
加

費
無
料
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
松
村
�　

・
０
７
６
１
へ
。

７８

　

◆
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
無
料

体
験
会
（
東
久
留
米
市
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
）　

２
月　

日
２２

（
日
）
午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
福

４０

祉
会
館
で
。
タ
オ
ル
持
参
、
運
動

し
や
す
い
服
装
で
。
詳
し
く
は
山

河
�　

・
９
１
５
０
へ
。

７４

　

◆
腹
話
術
を
楽
し
む
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
公
演（
東
京
チ
ャ
タ
ー
ズ
）

　

３
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時
半

開
場
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
場
料
１
０
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）。
詳
し
く
は
高
橋
�　

・
７５

３
５
３
３
へ
。

　

◆
伊
豆
・
下
田
の
森
と
湖
〜
花

を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
ー
（
森
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

３
月　

日
（
日
）

１４

〜　

日
（
月
）、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北

１５
口
集
合
。
静
岡
県
一
碧
湖
畔
泊
、

函
南
原
生
林
や
下
田
科
学
の
森
等

を
巡
り
ま
す
。
参
加
費
１
万
３
０

０
０
円
（
往
復
バ
ス
代
・
一
泊
２

食
付
き
）。
要
申
し
込
み
。
詳
し
く

は
竹
崎
�　

・
５
９
３
２
へ
。

６３

ま
せ
ん　

現
況
届
の
用
紙

（
は
が
き
）
は
、
誕
生
月
の
初

め
ご
ろ
本
人
あ
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
な

ど
を
記
入
し
、そ
の
月
の
末
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
で
、

　

歳
前
か
ら
の
障
害
に
該
当

２０す
る
方
を
除
き
ま
す
）。

　

こ
の
届
け
は
、年
金
を
引
き

続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。提
出
が
遅
れ
ま
す
と
年
金

て
い
な
い
方
が　

歳
に
な
る

６

誕
生
月
に
は
、老
齢
基
礎
年
金

の
裁
定
請
求
書
（
は
が
き
）
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
住
所
・
氏
名

な
ど
の
記
入
の
ほ
か
に
、住
民

票
の
記
載
事
項
証
明
を
受
け

て
、誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。　　
　
　

　

詳
し
く
は
市
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３

７０

ま
た
は
武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１
４

５６

１
１
へ
。　

榛名町宿泊施設および標準利用料金
市外局番０２７　※大人は中学生以上、子供は小学生

標準利用料金 
（４人１室利用・ 
一人１泊２食）

部屋数収容人数電話番号施 設 名

大人７，５００円から 
子供７，０００円から２６室９６人

３７４･９２１１

" 榛名湖温泉 
ゆうすげ元湯"

１棟２１，０００円から 
（食事なし）５棟１棟８人"ゆうすげ元湯 

コ テ ー ジ "

大人６，７００円から 
（６０歳以上 

６，１００円から） 
子供５，９００円から

１８室９８人３７４･９１３１
レークサイド
ゆ う す げ

大人７，０００円 
子供６，０００円１２室５０人３７４･９５１５か も ん 荘

大人７，０００円 
子供５，０００円８室３０人３７４･９０３３甲 子 亭 別 館

大人８，０００円 
子供５，６００円７室３０人３７４･９５１１湖 畔 亭

大人７，０００円 
子供６，０００円７室５０人３７４･９３２１四 季 亭

大人６，５００円 
子供５，５００円５室２０人３７４･９２５３つ る や

大人６，５００円 
子供５，０００円８室４８人３７４･９３５０天 狗 亭

大人７，０００円 
子供５，８００円１４室６０人３７４･９１１１ふ じ や

大人８，０００円から 
子供５，０００円から
（団体料金もあり）

９室５０人３７４･９１０７旅 館 高 原

大人５，５００円 
子供５，５００円 

（団体料金もあり）
１０室５０人３７４･９４２１

榛名湖ヘルス 
セ ン タ ー

大人７，５００円 
子供６，０００円５室３０人３７４･９２１７ロ マ ン ス 亭

大人８，５００円 
子供７，５００円２９室１３３人３７４･９１０６国 民 宿 舎 

榛 名 吾 妻 荘
大人５，０００円 
子供４，０００円５室２０人３７４･９４００ま ゆ み 亭

大人１６，５００円 
子供１１，０００円１２室５８人３７４･９６１１セ ゾ ン ・ ド 

・ は る な

　

市
で
は
、
６
月
の
環
境
月
間
行

事
と
し
て
６
月
５
日
（
土
）・
６
日

（
日
）
に
「
第
８
回
東
久
留
米
市
環

境
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

同
展
の
展
示
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
ど
ち
ら
で
も
結

構
で
す
。
こ
の
機
会
に
日
ご
ろ
の

研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

申
し
込
み
は
、
３
月　

日
（
金
）

１２

ま
で
に
電
話　

・
７
７
５
３
ま
た

７０

は
直
接
環
境
緑
政
課
（
市
役
所
５

階
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
環
境
保
全
係
へ
。

環境展環境展
参加者・参加団体参加者・参加団体

募集募集

　姉妹都市・榛名町の子供たちが体験学習の中で収穫したお米５０㎏が、学校給食用にと市へ贈
られてきました。教育委員会では行事給食等に活
用することとし、１１月１２日に第四小学校で「ごへ
いもち」を、１２月８日に神宝小学校で「弁当給食」に
使用されました。
　両校の子供たちから榛名町の子供たちに、“と
てもおいしかったので残さずたべました”“お米
を作るのは大変ですけれど、頑張ってください”
など多くの心のこもったお礼の手紙を送りまし
た。
　詳しくは学務課�７０・７７７９へ。

榛名町の子供たちから
お米のプレゼント

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

南
北
１
・
８
�
�
に
広
が
る

榛
名
湖
。
冬
に

な
る
と
厚
い
氷

に
覆
わ
れ
、
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
大

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののののの榛榛榛榛榛榛榛榛榛榛名名名名名名名名名名へへへへへへへへへへ冬の榛名へ
行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっててててててててててみみみみみみみみみみよよよよよよよよよようううううううううう！！！！！！！！！！　　　　行ってみ

　

※
最
近
は
氷
結
す
る
期
間
が
短

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
出
掛

け
の
際
に
は
榛
名
町
商
工
観
光
課

�
０
２
７
・
３
７
４
・
５
１
１
５

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る「
宿
泊
施

設
利
用
券
」

（
１
年
度
に

つ
き
一
人

１
泊
を
限

度
）を
発
行
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

民
協
働
係
（
市
役
所
２
階
）
へ

窓
口
に
て
「
宿
泊
施
設
利
用
券
」

お
よ
び
「
ふ
る
さ
と
の
宿
等
施
設

利
用
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
係
�　

・
７
７
３

７０

８
へ
。

　　１６年度市民伝言板の前期分は
　　　　　　３月１日（月）から受け付けます
★１６年度の前期分（４月１５日号～１０月１日号）は３月１日（月）から、後期分（１０月１５日号～
翌年４月１日号）は９月１日（水）から受け付けます
★締め切りは、発行日の２０日前（閉庁日にあたる場合は次の開庁日）です
★所定の用紙に必要事項を記入して、広報課（市役所２階）で申し込みをしてください
★「会員募集」は毎号１８件まで、「催し」は毎号１２件まで、先着順に受け付けます。掲載回
数は、１団体につき「会員募集」「催し」を合わせて１年度に４回までです
★同一団体の掲載は「会員募集」「催し」の別に関係なく、３号以上間隔をあけてください
★原則として市内で活動する団体で、連絡先の方が市内在住の場合に掲載します。野外活動
中心の場合を除き、市外で活動する団体の会員募集はできません
★講師や指導者による生徒募集は掲載できません
★会員募集を主な目的とした催しは「会員募集」として受け付けます。また、無料講習・体
験会は会員募集として受け付けます

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
都
内

　

市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し

３９合
い
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
、

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

　

年
度
か
ら
市
内
金
融 

１６機
関
で
も
申
し
込
み
が 

可
能
に
な
り
ま
し
た

　
【
加
入
資
格
】
市
内
に
在
住
し
、

住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ
る

方
　
【
会
費
】Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
１
０

０
０
円
（
見
舞
金
は
最
高
３
０
０

万
円
ま
で
）
▼
Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額

５
０
０
円
（
見
舞
金
は
最
高
１
５

０
万
円
ま
で
）

　
【
共
済
見
舞
金
】
自
動
車
・
バ
イ

ク
・
自
転
車
の
ほ
か
、
電
車
・
船

舶
・
飛
行
機
・
身
体
障
害
者
用
の

車
い
す
な
ど
の
交
通
機
関
に
よ
る

事
故
に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た
と

き
（
乗
車
中
で
も
人
や
物
に
よ
る

事
故
は
除
く
）
や
死
亡
し
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
自
殺
・
無

免
許
運
転
・
酒
気
帯

び
運
転
・
天
災
や
本

人
の
故
意
や
重
大
な

過
失
に
よ
る
事
故
に

つ
い
て
は
、
支
払
い
は
で
き
ま
せ

ん
　
【
見
舞
金
の
請
求
の
仕
方
】交
通

事
故
に
遭
っ
た
ら
、
会
員
証
・
交

通
事
故
証
明
書
・
治
療
日
の
記
入

し
て
あ
る
医
師
の
診
断
書
（
指
定

用
紙
）・
印
鑑
を
持
参
し
て
地
域
政

策
課
都
市
交
通
係（
市
役
所
５
階
）

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　
【
加
入
申
し
込
み
方
法
】会
費
を

添
え
て
、
郵
便
局
を
除
く
金
融
機

関
、
上
の
原
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が

丘
の
各
出
張
所
お
よ
び
同
課
都
市

交
通
係
（
内
線
２
７
２
１
）
で
受

け
付
け
ま
す

　

年
度
の
加
入 

１６受
け
付
け
は
３
月

１
日
（
月
）
か
ら

　
　

年
度
（
４
月
１

１６

日
〜　

年
３
月　

日
）
の
加
入
受

１７

３１

け
付
け
を
３
月
１
日
（
月
）
か
ら

開
始
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
次
号
の
広
報
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
加
入
申
込
書
を

折
り
込
み
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。交

通
事
故
に
遭
っ
た
時
は

　

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
、
ど
ん

な
小
さ
な
事
故
（
自
転
車
の
単
独

事
故
）
で
も
必
ず
警
察
署
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
事
故
当
時
は
軽

い
と
思
っ
て
も
、
後
で
傷
が
痛
ん

だ
り
、
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、

交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通
災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害
共共共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済済済

交
通
災
害
共
済

「「「「「「「「「「「「「「
ちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょ
ここここここここここここここ
っっっっっっっっっっっっっっ
とととととととととととととと
共共共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済済済
」」」」」」」」」」」」」」

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」にににににににににににににに
加加加加加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入入入入入
をををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！

に
加
入
を
！

交
通
事
故
証
明
書
が
な
い
と
共
済

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

※
共
済
見
舞
金
は
２
万
円
か
ら

最
高
１
５
０
万
円
ま
で
（
Ｂ
コ
ー

ス
）
と
、
３
万
円
か
ら
最
高
３
０

０
万
円
ま
で
（
Ａ
コ
ー
ス
）
の
各

　

等
級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

１０ま
た
、
請
求
期
間
は
、
事
故
発
生

の
日
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
請
求

で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

　

子
供
た
ち
が
身
の
危
険
を
感

じ
た
と
き
に
一
時
的
に
救
い
を

求
め
た
り
、
避
難
し
た
り
で
き
る

家
庭
等
に
「
か
け
こ
み
ハ
ウ
ス
」

子どもの安全を子どもの安全を
地域で守ろう！　　地域で守ろう！

と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
、
自

治
会
、
商
店
会
、

地
区
青
少
協
等

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
に
約
２
５

０
０
件
の
か
け
こ
み
ハ
ウ
ス
を
設

置
し
、
目
印
と
し
て
玄
関
等
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
庭

に
は
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

か
け
こ
み
ハ
ウ
ス
の
協
力
家
庭
等

は
、
現
在
も
引
き
続
き
募
集
中
で

す
。な
お
、破
損
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー

は
交
換
し
ま
す
の
で
、
子
育
て
支

援
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
子
育
て
支
援
係

（
内
線
２
４
１
２
）
へ
。

おいしいお米をいただきまぁ～す !

《お詫びと訂正》
　２月１日号５面「東久留米市勤
労市民共済会の愛称を募集」中、
同共済会メールアドレスに誤りが
ありました。以下のように訂正し、
お詫びします。
kinrokyo@atlas.plala.or.jp

かけこみハウスに
ご協力を
かけこみハウスにかけこみハウスに
ご協力をご協力を

み
ん
な
で
一
緒
に　

ち
ょ
こ
っ
と
サ
イ
ズ
の
た
し
か
な
安
心


